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横浜第２合同庁舎
（南関東防衛局本局）

横浜地方合同庁舎
（調達部装備課）

このシンボルマークは、南関東防衛局を広くアピールすると共

に職員の一体感を醸成していくことを目的とし制定したものです。

デザインの基本コンセプトは、旧横浜防衛施設局シンボルマーク

と同様、「みなと横浜」をイメージした紺碧の空と海のマリンブ

南関東防衛局の南関東防衛局の
シンボルマークシンボルマーク

ルーを基調に、中央には管内に所在する名峰「富士山」を配し、

舵輪の５本の握り手は、本局を支える５防衛事務所を表したもの

です。
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フロア

次 長

横浜第２合同庁舎（横浜市中区北仲通５－５７）

部隊運用等の見地から自衛官が局長を補佐

南関東防衛局組織南関東防衛局組織
局 長

11階

11階

総 務 課

会 計 課

契 約 課

会計監査官

南関東防衛局の総合調整、職員の人事、職員の福利

厚生等

決算及び会計、物品管理

建設工事等の入札及び契約

南関東防衛局の所掌事務に係る会計監査

総務部長

11階
11階

13階

フロア

防衛補佐官

部隊運用等の見地から自衛官が局長を補佐

11階

13階

報 道 官

訟 務 官

地方調整課

基地対策室

連絡調整室

契 約 課

利害関係人又は関係行政機関との連絡及び交渉並び
に意見の調整
地方公共団体及び地域住民の理解及び協力の確保
に関すること

建設工事等の入札及び契約

争訟に関すること

広報並びに情報の収集、整理及び伝達

次 長

9階

企画部長

13階

12階

9階

周辺環境整備課

防音対策課

施設対策計画課

住宅防音課

環境対策室
周辺環境整備課及び防音対策課の所掌する事務に関

する計画及び実施についての調整
障害防止工事、民生安定施設の助成及び特定防衛施

設周辺整備調整交付金の交付

学校等の防音工事の助成及び移転補償

住宅防音工事の助成
10階

10階

9階

建 築 課

土 木 課

設 備 課

総括建設監督官

調達計画課

装 備 課

建設工事の実施計画の作成及び調整

建設工事の基準、設計、積算、施工の促進、監督及び
検査

調達品及び役務に係る原価監査、監督及び検査

次 長

次 長

調達部長

（装備担当）

（建設担当）
10階

10階

★
★

★

施設補償第一課

施設管理課

業 務 課

施設補償第二課

総括建設監督官

首席検査官

駐留軍のための物品及び役務の調達、日米地位協定
第１８条の規定に基づく損害賠償の処理
漁船の操業制限及び禁止並びにこれに伴う損失補償
防衛施設の使用による権利利益に生じた損失補償

自衛隊の行政財産の管理、在日米軍への施設の引き
渡し、防衛施設の権利者への返還

次 長

11階

管理部長

11階

10階

施設取得課

施設管理課

労務対策官

横須賀防衛事務所

座間防衛事務所

吉田防衛事務所

渡し、防衛施設の権利者 の返還
防衛施設の借上、取得及びこれに伴う必要な措置

駐留軍労働者の雇用、労務管理、福利厚生

関係機関との連絡調整及び資料収集

11階

労務管理官 11階

横須賀市日の出町１－４

大和市鶴間１－１３－２

富士吉田市上吉田９９３－３

★ 横浜地方合同庁舎6F（横浜市中区山下町37-9）

浜松防衛事務所

富士防衛事務所

吉田防衛事務所 関係機関との連絡調整及び資料収集富士吉田市上吉田９９３ ３

浜松市中区三組町２８－２９

御殿場市萩原６０６
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各部の主な業務内容各部の主な業務内容

南関東防衛局は、 

 

 防衛省の地方における防衛行政の拠点としての役割を果たせるよう、 

各部相互に連携し、地域の皆さんとの関係がさらに強化されるよう努め 

ているところであります。 

 

・ 防衛省の施策を地元に丁寧に説明 

・ 防衛施設の整備に伴う各種の地元との調整 

・ 米軍再編に関連した地元への説明 

・ 部隊の新改編に伴う地元との調整 

 
 
局内の総合調整、会計処理、情

報公開・行政相談窓口、当局が

 
 
防衛省の施策の実施、防衛施設

の運用（使用協定の更新、防衛

総務部 企画部 

発注する工事等の入札及び契約

などを行っております。 
施設の設置・返還、米軍訓練の

分散・実施など）に伴う地元調

整や基地周辺対策（河川整備、

住宅防音事業など）を行ってお

ります。 

 

 

当局が発注する建設工事（契約

事務は除く）などの実施や装備

 

 

防衛施設の設置・運用などに伴

い生じる損失補償、土地等の取

管理部 調達部 

品等の調達に伴う原価監査、監

督、検査などを行っております。

得・管理・返還などに係る事務

及び日本に駐留するアメリカ合

衆国軍隊の構成員等の行為によ

る被害への対応などを行ってお

ります。 
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神奈川県、山梨県及び静岡県の３県管轄区域管轄区域

横浜市、川崎市、藤沢市、平塚市、 茅ヶ崎市、
南 防

管 轄 区 域所 在 地名 称

大和市、綾瀬市、海老名市、座間市、相模原市、

厚木市、伊勢原市、 秦野市、南足柄市、 高座郡、

中郡 足柄上郡 愛甲郡 津久井郡
大和市座間防衛事務所

横須賀市、鎌倉市、逗子市、三浦市、三浦郡

横浜市（瀬谷区及び旭区を除く）［労務管理］
横須賀市横須賀防衛事務所

横浜市、川崎市、藤沢市、平塚市、 茅ヶ崎市、

小田原市、足柄下郡
横浜市南関東防衛局

沼津市、熱海市、三島市、富士宮市、伊東市、

静岡県（富士防衛事務所の管轄区域を除く。）
浜松市浜松防衛事務所

山梨県富士吉田市吉田防衛事務所

中郡、足柄上郡、愛甲郡、津久井郡、

横浜市瀬谷区及び旭区［労務管理］

管内に所在する主な防衛施設管内に所在する主な防衛施設

富士市、 御殿場市、下田市、裾野市、伊豆市、

伊豆の国市、賀茂郡、田方郡、駿東郡、富士郡
御殿場市富士防衛事務所

区 分 県 別 防 衛 施 設 名

自衛隊

２５２施設

147.10k㎡

神奈川 陸 自 横浜駐屯地 久里浜駐屯地 武山駐屯地 ほか

海 自 横須賀地方総監部 厚木航空基地 ほか

空 自 武山高射教育訓練場

附 属 防衛大学校 陸上装備研究所 艦艇装備研究所

山 梨 陸 自 北富士演習場 北富士駐屯地

静 岡 陸 自 東富士演習場 富士駐屯地 滝ヶ原駐屯地
駒門駐屯地 板妻駐屯地

空 自 浜松基地 静浜基地 御前崎分屯基地

在日米軍 神奈川 陸 軍 横浜ノースドック キャンプ座間

相模総合補給廠 相模原住宅地区

１９施設

19.44k ㎡

うち3施設は

2-4-(b)

相模総合補給廠 相模原住宅地区

海 軍 根岸住宅地区 富岡倉庫地区 厚木海軍飛行場
池子住宅地区及び海軍補助施設 吾妻倉庫地区
上瀬谷通信施設 深谷通信所 横須賀海軍施設
浦郷倉庫地区 鶴見貯油施設

その他 長坂小銃射撃場(2-4-(b))

山 梨 その他 富士演習場山 梨 その他 富士演習場

静 岡
(一部山梨)

海兵隊 富士営舎地区 沼津海浜訓練場

その他 富士演習場(2-4-(b)) 
滝ヶ原駐屯地(2-4-(b))
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陸上自衛隊陸上自衛隊
海上自衛隊
航空自衛隊
附属機関

艦艇装備研究所
（川崎支所）

横浜駐屯地

陸上装備研究所

座間分屯地

川崎市

防衛大学校
艦艇装備研究所
（久 ）

自衛艦隊司令部
及び隷下施設

第２術科学校

厚木航空基地

横須賀地方総監部

（久里浜地区）
久里浜駐屯地

第２術科学校
横須賀教育隊
武山駐屯地

武山高射教育訓練場 横須賀潜水医学実験隊

横浜ノースドック
鶴見貯油施設

相模総合補給廠

川崎市

駐留軍施設

相模原住宅地区

キャンプ座間

厚木海軍飛行場

根岸住宅地区

富岡倉庫地区

上瀬谷
通信施設

深谷通信所

吾妻倉庫地区

横須賀海軍施設

池子住宅地区及び
海軍補助施設

浦郷倉庫地区

長坂小銃射撃場
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陸上自衛隊陸上自衛隊
駐留軍施設

北富士駐屯地北富 駐屯地

北富士演習場
富士演習場

陸上自衛隊
航空自衛隊
駐留軍施設 富士営舎地区東富士演習場駐留軍施設 富士営舎地区

富士駐屯地
滝ヶ原駐屯地

板妻駐屯地
駒門駐屯地

東富士演習場
富士演習場

静浜基地

沼津海浜訓練場

－６－
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施設対策計画課の業務施設対策計画課の業務
再編交付金について

施設対策計画課では、平成１９年度より「駐留軍等の再編の円滑な

実施に関する特別措置法」第６条に基づき、再編交付金を交付して市

町村が実施する再編関連特別事業に対して助成を行っています

施設対 課 業務施設対 課 業務

町村が実施する再編関連特別事業に対して助成を行っています。

再編交付金で実施できる事業については、「住民に対する広報・

国民保護のための措置・防災・住民生活の安全の向上・情報通信の

高度化・教育 スポーツ及び文化の振興・福祉の増進及び医療の確高度化・教育、スポーツ及び文化の振興・福祉の増進及び医療の確

保・環境衛生の向上・交通の発達及び改善・公園及び緑地の整備に

関する事業」等、多岐にわたって助成することとなっています。

ここでは２０年度に横須賀市が「教育、スポーツ及び文化の振興

に関する事業」として実施する国際コミュニケーション能力育成事

業について紹介します。

ぐたしお
業に て紹介します。

この事業については、英語を母語とする人をＡＬＴ（外国語指導

助手＝ Ａｓｓｉｓｔａｎｔ Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｔｅａｃｈｅｒ）

として採用し、横須賀市立の小・中学校、高等学校、ろう学校、養

護学校等の全校に派遣することで、英語の授業だけでなく、様々な

教育活動にも参加してもらい、児童・生徒が生きた英語に触れる機

会を拡充して、グローバル化が進む中、豊かな人間性と国際コミュ

ニケーション能力を備えた魅力ある人材を育成することを目的とし

ています。

【事業内容等】【事業内容等】
・事 業 名： 横須賀海軍施設関連再編関連特別事業（教育、スポーツ及び

文化の振興に関する事業：国際コミュニケーション能力育成事
業)

・補助事業者：横須賀市
・事 業 費 ：約１億８千万円
交 付 額 約１億７千万円・交 付 額 ：約１億７千万円

・事 業 実 施 ：市立の小・中学校・高等学校、ろう学校、養護学校等７２か所

－７－



防衛補佐官 富田 清浩 (昭和35年生)

新組織の紹介新組織の紹介

平18．３．27 海上幕僚監部施設課基地対策班長

平20．４．１ 現職

南関東防衛局防衛補佐官

４月１日付けで初代防衛補佐官を拝命しました富田と申します。紙面をお借りして一言ご

挨拶申し上げます。挨拶申 す。

防衛補佐官の任務は、「局長の命を受けて、自衛隊の部隊及び機関、地方公共団体、条約

に基づいて日本国にある外国軍隊その他の関係機関との連絡及び協力に関する重要事項につ

いての企画及び立案に参画し、並びに地方防衛局の事務に関し、部隊運用の見地から助言を

行う」こととされています。言い換えれば、災害派遣等の自衛隊法に規定される自衛隊の各

種行動を円滑に行うため、また、在日米軍との連携を円滑に行うために自治体・住民の皆さ

んの理解と協力を確保する業務に制服の立場で参加するということになりますんの理解と協力を確保する業務に制服の立場で参加するということになります。

南関東防衛局管内には、日米の枢要な部隊が所在しており、このため多くの緊要かつ枢要

なミッションを抱えております。「やるべきでないことをやる」、「やるべきことをやらな

い」を排し、ミッション遂行に貢献すべく取り組む所存でありますことを申し上げ、挨拶と

させて頂きます。

平19 ９ １ 地方協力局地方協力企画課

新幹部の紹介新幹部の紹介

管理部長 瀬尾 勝成 （昭和27年生)

平19．９．１ 地方協力局地方協力企画課

周辺対策計画室長

平20．４．１ 現職

南関東防衛局管理部長

初めての橫浜勤務ですが、本省・庁で橫浜担当の経験もあり、懐かしさを感じております。

赴任直後の挨拶回りや毎年度の定例の業務等もあり、瞬く間に約二ヶ月が過ぎてしまいま

した。赤レンガ倉庫など横浜開港以来の建築物の散策を楽しみにしていたのですが、通勤時

間が長いこともあって、なかなかお昼の散歩の時間がもてません。また、静岡、山梨県も管

轄であり数度伺いましたが、日頃の行いのせいか(？)すばらしい雲一つない富士山の雄姿を

目の当たりにすることができました。

さて、仕事のことですが、管理部は米軍の事件・事故に伴う損害賠償業務や、自衛隊、米

軍施設の取得 補償 管理という目立たない防衛施設の維持の根幹をなす重要な地味な業務

－８－

軍施設の取得、補償、管理という目立たない防衛施設の維持の根幹をなす重要な地味な業務

を担当しておりますが、防衛局の役割を十分肝に銘じて全力で取り組んで参りたいと思って

おりますのでよろしくお願い申し上げます。
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し
た
行
政
運
営
が

な
り
た
い
と
い
う
思
い
が

だ
半
人
前
以
下
の
私
で
す

し
て

ア
ド
バ

り
の
方

る
こ
と

な
が
ら
、

い
き
た

の
で
ど

お
願
い

調
整
課

中
村

早
希

て
の
抱
負

て
の
抱
負

し
そ
う
に
仕

来
ず
に
戸
惑

仕
事
を
覚
え
、

し
て
い
ま
す
。

い
頃
か
ら
米

っ
て
き
ま
し

め
て
そ
の
仕

住
民
の

が
で
き
る
よ

が
強
く
な
り

私
が

し
た
理

旧
活
動

に
感
動

か
力
に

っ
た
か

し
て
約

全
て
が

す
が
、

特
に
、

活
動
す

が
不
可

設
が
在

対
策
を

勤
務
す

ト
だ
け

く
感
じ

入
隊
が

け
て
い

差
し
は

私
も

う
に
、

自
衛
隊

仕
事
を

企
画

希

が
防
衛
省
を
志
望

理
由
は
、
災
害
復

動
を
す
る
自
衛
官

動
し
、
自
分
も
何

に
な
り
た
い
と
思

か
ら
で
す
。
入
省

約
２
か
月
が
た
ち
、

が
新
鮮
で
、
学
ぶ
こ
と
ば

日
々
の
業
務
で
感
じ
た

す
る
た
め
に
は
、
周
辺
地
域

可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、

在
る
こ
と
に
よ
り
、
周
辺

を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ

す
る
自
衛
官
の
方
々
は
、
事

け
で
は
、
活
動
す
る
こ
と

じ
ま
し
た
。
先
日
、
研
修

が
あ
り
、
自
衛
官
か
ら
「
俺

い
る
ん
だ
」
と
お
っ
し
ゃ

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

も
防
衛
省
職
員
と
し
て
、

自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
持

隊
の
中
だ
け
で
は
な
い
広

を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

画
部
施
設
対
策
計
画
課

か
り
で
す
。

の
は
、
自
衛
隊
が

域
の
方
々
の
協
力

、
ま
た
、
防
衛
施

地
域
へ
の
様
々
な

と
で
す
。
現
場
で

事
務
的
な
サ
ポ
ー

は
で
き
な
い
と
強

で
自
衛
隊
の
体
験

俺
た
ち
は
命
を
か

っ
て
い
た
熱
い
眼

こ
の
自
衛
官
の
よ

持
ち
、
防
衛
省
・

い
視
野
を
も
っ
て

奥
村

哲
也

総
務
部
総

先
輩
た
ち
よ

先
輩
た
ち
よ

入
省
後
数
ヶ
月
経
ち

が
、
仕
事
は
慣
れ
ま
し

私
は
、
業
務
課
で
事

償
に
関
す
る
業
務
を
担

今
年
で
２
年
目
と
な
り

が
、
被
害
者
救
済
の
た

生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま

管
理
部
業

初
任
者
研
修
の
受

れ
様
で
し
た
。
防
衛

官
・
技
官
と
し
て
入

皆
さ
ん
に
と
っ
て
体

を
含
め
大
変
貴
重
な

出
来
た
事
と
思
い
ま

総
務
部
、
企
画
部

部
、
管
理
部
、
事
務

属
は
各
自
異
な
り
ま

同
期
生
で
協
力
し
合

張
っ
て
下
さ
い
。

皆
さ
ん
を
見
て
い

自
分
を
思
い
出
し
ま

良
き
先
輩
と
し
て
悩

（
写
真総

務
課

赤
迫

雅
行

よ
り
一
言

よ
り
一
言

ち
ま
す

し
た
か
。

事
故
補

担
当
し

り
ま
す

た
め
一

ま
す
。

業
務
課

浅
井

義
信

受
講
お
疲

衛
事
務

入
省
し
た

体
験
入
隊

な
経
験
が

ま
す
。

部
、
調
達

務
所
と
所

ま
す
が
、

合
っ
て
頑

い
る
と
、
緊
張
感
い
っ
ぱ

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私

悩
み
事
は
公
私
問
わ
ず
な

真
左
が
浅
井
さ
ん
、
右
は
今
年
入
省

行

－９－

い
の
昨
年
の

私
で
す
が
、

ん
な
り
と
！

省
し
た
南
さ
ん
）



平
成
二
十
年

に
お
い
て
、
北

行
わ
れ
ま
し
た

調
印
式
は
、

ま
た
、
地
元
側

土
屋
北
富
士
演

吉
田
市
長
、
高

栗
原
富
士
吉
田

合
長
等
の
出
席

演
習
場
使
用
協

ら
向
こ
う
五
年

ま
し
た
。

本
演
習
場
は

と
と
も
に
米
軍

と
し
て
使
用
さ

四
月
に
米
軍
か

用
転
換
が
行
わ

項
（
ｂ
）
の
適

管
理
で
米
軍
が

現
在
に
至
っ
て

こ
の
使
用
転

が
締
結
さ
れ
、

北
富
士
演

北
富
士
演

第
八
次

第
八
次

年
三
月
二
十
七
日
、
市
ヶ

北
富
士
演
習
場
使
用
協
定

た
。国

側
を
代
表
し
て
石
破

側
を
代
表
と
し
て
横
内
山

演
習
場
対
策
協
議
会
会
長

高
村
山
中
湖
村
長
、
天
野

田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有

席
の
も
と
、
円
満
に
滞
り

協
定
が
締
結
さ
れ
、
本
年

年
間
の
本
演
習
場
の
使
用

は
、
旧
陸
軍
に
よ
り
開
設

軍
に
接
収
さ
れ
、
以
降
米

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭

か
ら
自
衛
隊
が
管
理
す
る

わ
れ
、
米
軍
に
は
地
位
協

適
用
の
あ
る
施
設
及
び
区

が
一
時
的
に
使
用
）
と
し

て
い
ま
す
。

転
換
に
あ
わ
せ
て
、
第
一

以
降
五
年
毎
に
更
新
を

演
習
場

演
習
場

次
使
用
協
定
締

次
使
用
協
定
締谷

の
防
衛
省

の
調
印
式
が

防
衛
大
臣
、

梨
県
知
事
、

、
堀
内
富
士

忍
野
村
長
、

財
産
保
護
組

な
く
北
富
士

四
月
一
日
か

が
確
保
さ
れ

さ
れ
、
終
戦

軍
の
演
習
場

和
四
十
八
年

演
習
場
へ
使

定
第
二
条
四

域
（
自
衛
隊

て
提
供
さ
れ
、

次
使
用
協
定

行
い
、
今
回

で二すれ恩し自
衛

住元図三同更
新今

衛本ら
横

れ要論す
。

ご

締
結
締
結

七
回
目
の
更
新
と
な
り
ま

ま
た
、
本
使
用
協
定
の
締

日
、
北
富
士
演
習
場
内
国

る
協
定
の
調
印
式
が
山
中

、
石
破
防
衛
大
臣
と
栗
原

賜
県
有
財
産
保
護
組
合
長

た
。

こ
の
協
定
は
、
北
富
士
演

衛
隊
が
演
習
に
使
用
す
る

民
が
入
会
の
た
め
使
用
す

と
国
と
の
利
害
関
係
を
調

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

年
に
第
一
次
入
会
協
定
が

様
に
五
年
毎
に
更
新
を
行

新
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
、
使
用
協
定
等
の
更

省
へ
移
行
し
て
初
の
使
用

年
一
月
十
七
日
に
地
引
防

横
内
山
梨
県
知
事
等
に
対

を
行
い
、
そ
の
後
、
地
元

望
が
出
さ
れ
、
そ
の
解
決

を
重
ね
、
本
協
定
の
締
結

。な
お
、
今
回
の
使
用
協
定

尽
力
い
た
だ
い
た
地
元
関 ま

し
た
。

締
結
に
先
立
ち
三
月
二
十

国
有
入
会
地
の
使
用
に
関

中
湖
村
内
に
お
い
て
行
わ

原
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村

長
と
の
間
で
締
結
さ
れ
ま

演
習
場
の
国
有
入
会
地
を

る
こ
と
と
地
元
関
係
入
会

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地

調
整
し
、
相
互
の
便
宜
を

も
の
で
あ
り
、
昭
和
六
十

が
締
結
さ
れ
、
使
用
協
定

行
い
、
今
回
で
四
回
目
の

更
新
に
当
た
っ
て
は
、
防

用
協
定
等
の
更
新
で
あ
り

防
衛
省
地
方
協
力
局
長
か

対
し
協
定
更
新
の
申
し
入

元
側
か
ら
各
般
に
わ
た
る

決
を
図
る
た
め
議
論
に
議

結
に
至
っ
た
の
で
あ
り
ま

定
等
の
締
結
に
あ
た
り
、

関
係
者
の
皆
様
に
謝
意
を

申
し
上
げ
る
と

信
頼
関
係
を
維

本
演
習
場
の
安

し
て
ま
い
る
所

十関わ村まを会地を十定の防り
、

か入る議まを

地

元
と
と
も
に
、
当
省
と
し
て

維
持
し
、
地
元
の
周
辺
地

安
定
的
使
用
の
両
立
を
図

所
存
で
あ
り
ま
す
。

国

側

も
今
後
と
も

地
域
の
発
展
と

図
る
べ
く
努
力

側
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北
富
士
演
習

富
士
吉
田
市

合
と
旧
一
一
ヶ

富
士
演
習
場
内

行
わ
れ
ま
し
た

来
か
ら
有
す
る

趣
旨
に
則
り
、

成
等
を
目
的
と

火
入
れ
は
、

新
屋
入
会
組
合

合
会
、
忍
草
入

名
が
参
加
し
て

吉
田
地
区
、
山

分
か
れ
て
火
入

花
火
を
合
図
に

ま
し
た
。
当
日

く
実
施
の
運
び

か
枯
れ
草
が
湿

く
い
所
も
見
受

場
内
の
国
有
地

上
り
、
富
士
の

行
為
と
し
て
の

し
た
。

風風

物物
習
場
の
火
入
れ

市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財

ヶ
村
入
会
組
合
が
、
４
月

内
国
有
入
会
地
で
恒
例
の

た
。
本
行
事
は
地
元
入
会

る
入
会
慣
習
に
基
づ
き
、

害
虫
の
駆
除
、
林
野
特

と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま

富
士
吉
田
入
会
組
合
連

合
、
山
中
湖
村
旧
三
村
入

入
会
組
合
の
各
組
員
等
約

て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
中
地
区
、
忍
草
地
区
の

入
れ
式
を
行
っ
た
後
、
午

に
各
地
区
一
斉
に
枯
れ
草

日
は
曇
天
で
は
あ
っ
た
が

び
と
な
っ
た
が
、
前
夜
の

湿
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
し
か

地
約
千
九
百
㌶
の
各
所
で

の
す
そ
野
を
次
々
と
焦
が

の
今
年
の
火
入
れ
は
無
事

詩詩

財
産
保
護
組

月
13
日
、
北

の
火
入
れ
が

会
住
民
が
旧

森
林
法
の

特
産
物
の
育

ま
す
。

連
合
会
及
び

入
会
組
合
連

約
三
千
八
百

参
加
者
は

の
三
会
場
に

午
前
９
時
の

草
に
点
火
し

が
降
雨
は
な

の
雨
の
た
め

り
延
焼
し
に

か
し
、
演
習

で
煙
が
立
ち

が
し
、
入
会

事
終
了
し
ま

と演わき共等る毒にて係防陸人とた原組
東
富
士
演
習
場
の
野
焼
き

今
年
も
御
殿
場
地
方
で

と
し
て
の
「
野
焼
き
」
が

演
習
場
で
快
晴
の
も
と
行

「
野
焼
き
」
は
、
例
年
２

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
目
的

き
払
う
こ
と
に
よ
り
草
地

共
に
、
野
焼
き
で
生
じ
た

等
の
た
め
の
肥
料
と
な
る

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
本

毒
蛾
・
ツ
ツ
ガ
ム
シ
等
の

に
よ
る
野
火
の
発
生
防
止

て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す

こ
の
「
野
焼
き
」
に
は

係
者
や
消
防
団
等
約
４
０

防
止
の
作
業
及
び
消
化
活

陸
上
自
衛
隊
員
約
７
０
０

人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

「
野
焼
き
」
当
日
は
、

と
地
元
有
線
放
送
で
実
施

た
関
係
者
た
ち
は
、
午
前

原
野
に
散
ら
ば
り
、
安
全

組
合
関
係
者
が
背
丈
ほ
ど

きは
春
を
告
げ
る
風
物
詩

、
３
月
16
日
、
東
富
士

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

月
か
ら
３
月
の
間
に
行

的
は
、
入
会
地
原
野
を
焼

地
の
状
態
を
維
持
す
る
と

た
灰
が
新
た
に
出
る
若
草

る
こ
と
か
ら
行
わ
れ
て
い

本
演
習
場
内
で
発
生
す
る

害
虫
の
駆
除
、
演
習
等

を
図
る
た
め
に
も
行
っ

す
。、

毎
年
、
入
会
組
合
関

０
人
と
山
林
等
の
類
焼

活
動
に
協
力
す
る
た
め
、

人
、
延
べ
約
１
１
０
０

ま
し
た
。

朝
６
時
に
３
発
の
花
火

施
が
告
げ
ら
れ
、
参
加
し

前
９
時
２
０
分
頃
広
大
な

を
確
認
し
な
が
ら
入
会

に
伸
び
た
茅
に
火
を
付

け
て
い
き
ま
し

影
響
が
懸
念
さ

が
通
じ
た
の
か

り
、
時
よ
り
西

炎
は
豪
快
に
音

面
に
燃
え
広
が

草
を
焼
き
尽
く

な
雪
を
頂
い
た

こ
そ
絵
に
描
い

一
方
、
燃
え
さ

サ
ギ
の
姿
も
あ
ち

こ
の
よ
う
な
情

「
野
焼
き
」
は
無 た

。
今
回
は
、
数
日
前
の

れ
ま
し
た
が
、
地
元
の
人

、
日
が
昇
る
と
共
に
気
温

風
が
強
く
吹
い
た
こ
と
も

を
立
て
な
が
ら
、
富
士
山

り
、
本
入
会
原
野
の
殆
ど

し
て
い
き
、
炎
の
先
に
は

富
士
山
が
浮
か
ん
で
見
え

た
よ
う
な
光
景
で
あ
り
ま

か
る
炎
に
追
わ
れ
逃
げ
迷

ち
こ
ち
見
ら
れ
ま
し
た
。

情
景
を
関
係
者
が
見
守
る

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

の
降
雨
の

人
の
思
い

温
が
上
が

も
あ
っ
て
、

山
の
麓
一

ど
の
枯
れ

は
真
っ
白

え
、
そ
れ

ま
し
た
。

迷
う
野
ウ

る
中
、
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投投

稿稿

「
市
制
５

都
心
か

央
に
位
置

ル
の
大
和

走
り
、
市

国
道
１
６

線
の
ほ
か

道
路
横
浜

ど
、
交
通

３
４
年
に

人
余
で
市

年
々
増
加

本
市
で

を
幸
せ
に

い
て
良
か

健
康
を
基

す
。
平
成

迎
え
る
に

子
ど
も
が

活
き
と
地

様
々
な
視

極
の
目
標

指
し
て
い

０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

ら
４
０
㎞
圏
内
、
神
奈
川

し
、
面
積
は
約
２
７
平
方

市
に
は
、
３
つ
の
鉄
道
が

内
に
は
８
つ
の
駅
が
あ
り

号
線
、
２
４
６
号
線
お
よ

県
道
４
線
が
縦
横
に
走
り

町
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
利
便
性
に
恵
ま
れ
て
い

県
下
１
４
番
目
の
市
と
し

制
を
施
行
し
て
以
来
、
本

し
、
現
在
は
約
２
２
万
人

は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

送
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

っ
た
と
思
え
る
大
和
市
」

軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

２
１
年
２
月
１
日
に
市
制

あ
た
り
、
心
身
の
健
康
は

健
や
か
に
育
つ
ま
ち
、
高

域
の
活
動
に
参
加
で
き
る

点
か
ら
健
康
を
捉
え
、
地

で
あ
る
地
域
住
民
の
福
祉

ま
す
。

た
っ
て
」

川
県
の
ほ
ぼ
中

方
キ
ロ
メ
ー
ト

が
東
西
南
北
に

り
ま
す
。
ま
た
、

よ
び
４
６
７
号

り
、
東
名
高
速

ジ
に
も
近
い
な

い
ま
す
。
昭
和

し
て
3
万
５
千

本
市
の
人
口
は

人
を
擁
し
ま
す
。

が
日
々
の
生
活

ち
、
「
住
ん
で

を
目
指
し
、

を
進
め
て
い
ま

制
５
０
周
年
を

は
も
と
よ
り
、

高
齢
者
が
活
き

る
ま
ち
な
ど
、

地
方
自
治
の
究

祉
の
実
現
を
目

こあ前以り受減ま声様空市こし関れるでのい こ
の
大
和
市
の
５
０
年
間

あ
っ
た
厚
木
基
地
。
と
り
わ

前
に
空
母
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
が

以
来
、
航
空
機
騒
音
は
さ
ら

り
、
長
き
に
わ
た
り
市
民
生

受
け
て
い
ま
す
。
市
民
か
ら

減
や
抜
本
的
な
解
消
を
求
め

ま
で
続
く
の
か
な
ど
情
報
提

声
、
住
宅
防
音
工
事
の
拡
充

様
々
あ
り
、
さ
ら
に
在
日
米

空
母
艦
載
機
の
厚
木
基
地
か

市
民
の
関
心
は
た
い
へ
ん
高

こ
れ
ら
厚
木
基
地
の
所
在
に

し
て
、
そ
の
対
応
を
め
ぐ

関
東
防
衛
局
よ
り
多
岐
に
わ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り

る
生
活
を
送
っ
て
い
る
大
和

で
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
に
思

の
思
い
を
反
映
し
た
、
な
お

い
取
り
組
み
を
期
待
し
て
お

神
奈
川
県
大

基
地
対
策 の

歩
み
の
中
で
常
に

わ
け
、
お
よ
そ
３
５
年

が
横
須
賀
に
入
港
し
て

ら
に
深
刻
な
問
題
と
な

生
活
は
大
き
な
被
害
を

ら
は
、
騒
音
被
害
の
軽

め
る
声
、
飛
行
が
い
つ

提
供
や
説
明
を
求
め
る

充
を
求
め
る
声
な
ど

米
軍
再
編
で
示
さ
れ
た

か
ら
の
移
駐
に
つ
い
て

高
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

に
起
因
す
る
問
題
、
そ

っ
て
は
、
従
来
か
ら
南

わ
た
っ
て
施
策
が
な
さ

り
ま
す
が
、
基
地
の
あ

和
市
の
住
民
の
こ
れ
ま

思
い
を
い
た
ら
せ
、
そ

お
一
層
の
き
め
の
細
か

お
り
ま
す
。

大
和
市
渉
外
室

策
課
基
地
対
策
担
当

第
８
次
使

平
成
１
９
年

示
を
受
け
た
。

定
締
結
時
に
居

銘
を
受
け
て
か

あ
っ
た
が
、
第

く
り
が
行
え
る

じ
っ
た
の
も
確

先
輩
方
が
成

協
定
が
、
富
士

録
さ
れ
、
そ
の

引
き
継
ぐ
べ
き

が
れ
べ
き
も
の

同
８
次
に
向
け

後
半
に
入
っ

も
続
き
は
し
た

国
の
前
向
き
な

使
用
協
定
の
締

輩
方
の
理
念
を

あ
っ
た
が
第
９

自
分
の
思
い
を

当
に
短
く
感
じ

か
。前

富
士
吉
田

使
用
協
定
に
思
う

年
３
月
末
演
習
場
対
策
室

一
事
務
員
と
し
て
第
２

居
合
わ
せ
先
輩
方
の
仕
事

か
ら
の
想
い
が
か
な
っ
た

第
８
次
使
用
協
定
に
お
け

る
の
か
嬉
し
さ
と
不
安
が

確
か
で
あ
っ
た
。

成
し
遂
げ
て
き
た
７
次
ま

士
北
麓
の
歴
史
の
一
頁
に

の
基
本
理
念
は
第
８
次
に

き
で
あ
り
、
後
世
に
綿
々

の
で
あ
る
と
の
考
え
の
基

け
て
の
事
務
作
業
に
入
っ

っ
て
諸
問
題
が
降
っ
て
は

た
が
、
地
元
協
で
の
調
整

な
対
応
に
よ
り
解
決
で
き

締
結
に
至
っ
た
。
第
７
次

を
す
べ
て
継
承
し
た
か
、

９
次
に
向
け
て
の
目
出
し

を
載
せ
る
に
至
っ
た
こ
の

じ
た
の
は
私
だ
け
だ
っ
た

田
市
演
習
場
対
策
室

小
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室
勤
務
の
内

２
次
使
用
協

事
ぶ
り
に
感

た
瞬
間
で
は

け
る
土
台
つ

が
入
り
混

ま
で
の
使
用

に
確
り
と
記

に
お
い
て
も

々
と
引
き
継

基
、
部
員
一

た
。

は
湧
く
状
況

整
を
は
じ
め

き
、
第
８
次

次
ま
で
の
先

疑
問
で
は

し
も
含
め
て

の
一
年
が
本

た
の
だ
ろ
う

小
俣
光
吉



米
海
軍
横

き
た
空
母
キ

載
排
水
量
約

８
日
午
前
、

を
終
え
、
大

基
地
を
出
港

同
艦
の
後

ン
と
の
任
務

来
年
に
は
退

同
艦
は
１

の
現
役
空
母

燃
料
と
す
る

１
９
９
８
年

ペ
ン
デ
ン
ス

離
日
式
典

ら
キ
テ
ィ
ホ

れ
空
母
を
見

他
方
、
甲

Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ

ん
で
い
る
よ

キ
テ
キ
テ横

須
賀
基
地
を
事
実
上
の
母

キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
（
全
長
３
２

約
８
２
、
０
０
０
ト
ン
）
が

１
０
年
間
に
及
ん
だ
日
本

大
勢
の
関
係
者
に
見
送
ら
れ

港
し
米
本
国
に
向
か
い
ま
し

後
継
艦
で
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ

務
交
代
は
、
米
本
土
に
お
い

退
役
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

９
６
１
年
４
月
に
就
役
し

母
の
中
で
は
最
古
参
で
、
唯

る
通
常
型
で
あ
り
、
横
須
賀

年
８
月
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
、

に
続
く
３
隻
目
の
空
母
で

典
で
は
、
駐
日
米
大
使
が

ー
ク
」
等
と
別
れ
の
言
葉

見
送
り
ま
し
た
。

甲
板
上
で
は
乗
組
員
に
よ
り

」
と
人
文
字
を
作
っ
て
別

よ
う
で
し
た
。

ィ
ホ
ー
ク
離
日

ィ
ホ
ー
ク
離
日母

港
と
し
て

２
３
ｍ
・
満

が
、
５
月
２

本
で
の
任
務

れ
な
が
ら
同

し
た
。

・
ワ
シ
ン
ト

い
て
行
わ
れ
、

い
ま
す
。

し
、
米
海
軍

唯
一
、
油
を

賀
基
地
に
は

、
イ
ン
デ
ィ

で
す
。

「
さ
よ
う
な

葉
を
述
べ
ら

り
「
Ｓ
Ａ
Ｙ

別
れ
を
惜
し

日日

在日米海軍横須賀基地ＨＰより

登舷礼で応える乗員！
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・組織紹介
・防衛施設の紹介
・住宅防音
・建設工事などを

お知らせしておりますお知らせしております。
－ 随時更新中!! －
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